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議会報告会での意見・要望等 ≪学生との意見交換分≫

【分類１相当であり、類似のものは集約】

本市議会では若者の意見を市政に反映できるよう、令和３年度から市内の高

等学校、有明工業高等専門学校、帝京大学の学生と意見交換を重ねてきました。

その中で、有明工業高等専門学校及び帝京大学の学生からは、専門性や経験、

知識に加え、学校が有する研究力、ノウハウ、機材等、有形無形の知的財産を

大牟田市や市民のために有意義に活用したいといった多くの御意見をいただ

きました。

また、市内の高校からも、本市の魅力向上に向け、行きたくなる動物園、大

牟田の情報発信、仕事についての考え方など、本市が若者にとって住みたいま

ちへの発展に資する多くの意見をいただいているところです。

このような中、令和５年度の意見交換会において、議会として市長等へ要望

及び提案を行うこととする意見は、次のとおりです。

○大牟田市動物園・延命公園周辺を核とした観光客の回遊性向上

大牟田市動物園・延命公園周辺を核とした観光の回遊性を向上させるため、

動物園で学生主催のイベント等を開催し、あわせて体育館などでのイベント

を連携させることで、集客向上と延命公園周辺の回遊性を生み出されたい。

加えて、延命公園周辺から市内への人の流れを創出するため、動物園、と

もだちや絵本美術館と連携し、市内に絵本の世界観の町並みを再現すること

や、キャラクターを設置することなどの取組も検討されたい。

～上記の意見・要望を取りまとめるに至った主な意見については以下のとおり～

【市内高等学校】

・動物園周辺の延命公園、体育館などでイベントを開催することで、家族連れが動物園にも

訪れるなど回遊性が生まれる。あわせて動物園内で高校生によるイベントを開催すること

で、来場者のさらなる増加が見込まれる。

【有明工業高等専門学校】

・観光について、動物園からの人の流れが市内全体につながっていない課題があることから、

園内の絵本美術館と連携し、市内に絵本の世界観の町並みを再現することや、キャラクタ

ーを設置して、まちなかを広く観光対象とすることで、動物園、絵本美術館から人を市内

に誘導するような取組を検討してもらいたい。
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○動物園でのイベントによる集客向上と情操教育

大牟田市動物園については、集客向上の施策として、多くの学生から動物

との触れ合い体験や餌やり等のイベントの開催が提案されていることから、

子供たちの情操教育の観点も踏まえ、これまでのイベントの継続に加え、新

たなイベントの開催にも取り組まれたい。

～上記の意見・要望を取りまとめるに至った主な意見については以下のとおり～

１ 動物との触れ合いについて

【帝京大学】

・動物園について、動物との触れ合いや猿の演芸といったイベントを開催し、来園者の増加

につなげられたい。また、イベントにパフォーマーを呼ぶことなども検討されたい。

・他都市の動物園のように、動物との触れ合いイベントや、珍しい動物、爬虫類、両生類及び

魚類の飼育など、来園者の増加につながる取組を行ってほしい。

【有明工業高等専門学校】

・動物が苦手だったものの、以前の動物園は動物に近く、また、触れ合える機会もあったこ

とから、大好きになった。そのような機会・場所は大切だと思う。

・動物園では、暑い日に動物が獣舎から出てこないことがあることから、夏場でも建物内で

動物と触れ合える機会を設けてもらいたい。

【市内高等学校】

・動物園の来場者数の増加に向けて、モルモットやウサギなどとの触れ合いの場を設けても

らいたい。また、夜の動物園やライオンの餌やりなどは継続してもらいたい。

・子供が怖がらずに触れ合える、小動物や身近な犬、猫などがいるような場所があると動物

園に行くたくなると思う。

・動物園について、動物のストレスという課題があるものの、来場者の増加につなげるため、

毎日または１週間ごとに異なる動物と触れ合うことができるようなイベントを行ってほし

い。

・触れ合い動物園にすることで、来場者が増えると思う。

・動物園については、以前は触れ合いや餌やり体験などでにぎわっていたが、動物の種類が

少なくなり、来園者がすぐに帰ってしまうような状況であることから、にぎやかさにつな

がるイベントを検討してもらいたい。

・中学生の職業体験授業で、動物園での実習を受けたいと思った経験から、小さい子供から

中学生まで職業体験ができるような取組があれば、人が集まると思う。

・他都市の動物園では、カワウソや鳥のショーが行われており、来場者が非常に楽しんでい

るという印象を受けたことから、大牟田市動物園でもこのような取組を行ってもらいたい。

・大牟田市動物園に行ったことはないが、動物と触れ合える施設やシステムがあるほうがい

いと思う。
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２ イベントの計画等について

【有明工業高等専門学校】

・観光の取組として、小学生が楽しみながら取り組むことができる絵本を題材としたスタン

プラリーを開催してほしい。

・大牟田駅から絵本美術館の間のウオークラリーで絵本を完成させ、完成した絵本を絵本美

術館で読み合うというような、運動促進にもつながるイベントも検討してもらいたい。

【市内高等学校】

・動物園来園者の増加につなげる取組として、モルモットを探してスマートフォンで撮影す

るようなゲーム感覚の体験イベントや、レッサーパンダと一緒に威嚇ポーズで撮影ができ

るような、ＳＮＳで話題となるイベントを検討してもらいたい。

・若い世代はＳＮＳを見て行動することが多いため、ＳＮＳで話題となるような動物園のオ

リジナルキャラクターや食べ物をつくるなど、来場者を増加させるような取組を検討して

もらいたい。

・メディアで推し活が話題となっており、経済を動かすものとなっていることから、動物園

でもこうした手法を取り入れ、運気が上がるといったような動物のスマートフォン壁紙を

プレゼントする取組を検討してもらいたい。

・動物園において、子供たちも楽しむことができるような、スタンプラリーやクイズなどの

企画が実施できるような取組を検討をしてもらいたい。

・中学校のイベントで動物園に行ったが、平日であったということもあるが、人が少ないと

いう印象を受けた。人が多く集まれば、もっといい場所になると思う。

・ともだちや絵本美術館は、ネットの評価も高いため、色々な取組を検討してもらいたい。

・クリスマスや正月のイルミネーションは人気があるため、獣舎などがない園内の坂道など

にイルミネーションを設置し、夜のイベントを開催してもらいたい。

・動物園について、若者の来園者の増加に向けた取組として、夜のイルミネーションを開催

されたい。

・動物園への来園者を増やす取組として、ＳＮＳなどで活用できるスポットをつくったり、

屋台などの出店やイルミネーションを行うとよい。


